
星稜アレコレ 
金沢星稜大学 
星稜女子短期大学 
星稜中学・高等学校 
星稜幼稚園・星稜泉野幼稚園 

星稜Information

年頭のご挨拶 
稲置学園理事長 稲置美弥子 

2007年新春座談会 
不屈の魂を培ったレスリング部、 
心の礎の星稜時代。 
星稜 hunt up 
星稜中学って、こんなところ！ 

No.4
2007

m009_P0002971_サエラ4号  06.12.26  8:07 PM  ページ1



ÇÀ ET LÀ 01

m009_P0002971_サエラ4号  06.12.26  8:07 PM  ページ1



02 ÇÀ ET LÀ

m009_P0002971_サエラ4号  06.12.26  8:07 PM  ページ2



ÇÀ ET LÀ 03

m009_P0002971_サエラ4号  06.12.26  8:07 PM  ページ3



04 ÇÀ ET LÀ

m009_P0002971_サエラ4号  06.12.26  8:08 PM  ページ4



活躍時が掲載された新聞記事 

ÇÀ ET LÀ 05

m009_P0002971_サエラ4号  06.12.26  8:08 PM  ページ5



06 ÇÀ ET LÀ

m009_P0002971_サエラ4号  06.12.26  8:08 PM  ページ6



ÇÀ ET LÀ 09

総
合
学
習
発
表
の
場
と
し
て
始

ま
っ
た
星
稜
中
学
発
表
会
も
今
回

で
５
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

総
合
学
習
の
ね
ら
い
は
、
自
ら

課
題
を
見
つ
け
、自
ら
学
び
考
え
、

問
題
を
解
決
す
る
力
を
育
て
る
こ

と
で
す
。
４
月
か
ら
生
徒
た
ち
自

身
で
決
め
た
課
題
に
対
し
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
調
べ

た
り
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
り
、

実
際
に
現
地
に
赴
い
て
調
べ
た
り

し
て
、知
識
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

Ｃ
Ｍ
作
り
や
英
語
劇
に
も
取
り
組

み
ま
し
た
。

み
ん
な
で
協
力
し
て
つ
く
り
上

げ
た
作
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色

あ
る
素
晴
ら
し
い
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

﹇
発
表
内
容
﹈

１
Ａ
　
星
稜
中
学
校
の
不
思
議

１
Ｂ
　
武
田
と
上
杉

２
Ａ
　
各
地
の
方
言
の
違
い
に
つ
い
て

２
Ｂ
　
今
、
気
に
な
る
あ
れ
こ
れ

３
Ａ
　E
n
g
lis
h

シ
ン
デ
レ
ラ

３
Ｂ
　
３
Ｂ
Ｔ
Ｖ
局

国
際
感
覚
の
習
得
と
、
自
己
管

理
能
力
、
自
己
責
任
能
力
、
異
文

化
理
解
能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
目
的
と
し

た
海
外
社
会
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
事
前
研
修
、

現
地
研
修
、
事
後
研
修
（
報
告
、

レ
ポ
ー
ト
作
成
）全
体
で
４
単
位

を
認
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
８
月
に
小
坂
修
教
授

が
６
名
の
学
生
を
引
率
し
て
フ
ラ

ン
ス
の
デ
ィ
ジ
ョ
ン
市
を
訪
れ
ま

し
た
。
学
生
た
ち
は
、平
日
に
、ブ

ル
ゴ
ー
ニ
ュ
国
立
大
学
の
国
際
研

修
セ
ン
タ
ー
で
フ
ラ
ン
ス
語
・
文

化
の
研
修
を
受
け
、
休
日
に
は
近

隣
の
国
へ
足
を
の
ば
し
て
観
光
や

芸
術
観
賞
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
数
年
間
に
渡
る
交
渉
を
経

て
実
現
し
た
デ
ィ
ジ
ョ
ン
高
等
商

一
昨
年
の
蘇
州
支
部
会
、
昨
年

の
大
連
支
部
会
に
続
い
て
、
９
月

16
日（
土
）に
稲
友
会
上
海
支
部
会

が
行
わ
れ
、
34
名
の
保
護
者
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

留
学
生
活
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ

や
留
学
生
か
ら
両
親
に
宛
て
た
ビ

デ
オ
レ
タ
ー
を
上
映
し
た
と
こ

業
大
学
と
の
大
学
間
協
定
提
携
の

場
に
、
学
生
た
ち
も
立
ち
合
い
ま

し
た
。

◇
フ
ラ
ン
ス
　
デ
ィ
ジ
ョ
ン
高
等

商
業
大
学
と
の
提
携

今
夏
、
小
坂
修
教
授
が
、
６
名

の
社
会
実
習
参
加
者
と
と
も
に
、

８
月
17
日
に
フ
ラ
ン
ス
・
デ
ィ
ジ
ョ

ン
市
の「
デ
ィ
ジ
ョ
ン
高
等
商
業

大
学
」
へ
、
早
瀬
勇
学
長
の
親
書

（
提
携
文
書
）を
持
っ
て
訪
れ
、
大

学
間
提
携
を
締
結
し
ま
し
た
。

「
デ
ィ
ジ
ョ
ン
高
等
商
業
大
学
」

は
１
９
０
０
年
創
立
、
学
生
数
は

１
２
０
０
人
余
り
の
経
済
・
経
営

中
心
の
単
科
（
大
学
院
）
大
学
で

す
。
非
常
に
国
際
化
さ
れ
た
大
学

で
、
学
部
ま
た
は
修
士
、
博
士
課

程
の
最
終
学
年
は
海
外
留
学
が
義

ろ
、
保
護
者
は
熱
心
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
卒
業
生
も
３
名

出
席
し
、
卒
業
生
が
在
学
生
の
保

護
者
に
、
星
稜
大
学
で
の
学
生
生

活
を
語
り
ま
し
た
。
保
護
者
と
大

学
の
親
睦
が
い
っ
そ
う
深
ま
る
懇

談
会
と
な
り
ま
し
た
。

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。授
業
は
、

英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
な
ど
で
行
わ
れ
、
昨

年
か
ら
日
本
語
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
将
来
学
生
た
ち
が
本
学

へ
留
学
生
と
し
て
訪
れ
る
こ
と
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
後
の
提
携
内
容
の
充
実
に
伴

い
、
研
究
ま
た
は
教
育
面
で
の
交

流
が
、
ま
す
ま
す
深
ま
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

海
外
社
会
実
習
in
フ
ラ
ン
ス

中
国
上
海
で
保
護
者
会
開
催

総
合
学
習
発
表
会

〜
自
ら
学
び
考
え
る
力
を
〜
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10 ÇÀ ET LÀ

10
月
25
日
（
水
）
〜
27
日
（
金
）

２
年
生
が
、
関
東
方
面
へ
修
学
旅

行
に
出
か
け
ま
し
た
。

星
稜
中
学
校
の
生
徒
と
し
て
の

自
覚
と
誇
り
の
も
と
、
授
業
で
学

ん
だ
知
識
を
実
地
に
見
聞
し
、
集

団
行
動
を
通
じ
て
リ
ー
ダ
ー
性
、

協
調
性
、
規
則
正
し
い
生
活
態
度

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

鎌
倉
で
の
班
別
自
主
プ
ラ
ン
、

浅
草
寺
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
、
東
京
タ
ワ
ー
な
ど
を
訪
れ
ま

し
た
。

９
月
30
日（
土
）、
生
徒
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
心
を
和
ら
げ
、
心
を

通
い
合
わ
せ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、人
と
の
つ
な
が
り
を
通
し
て
、

人
と
し
て
の
生
き
方
を
考
え
て
も

ら
い
た
い
と
全
校
生
徒
を
対
象

に
、「
融
和
」を
テ
ー
マ
に
講
演
会

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
の
相
馬
靖
雄
氏
は
、
両
足

を
失
っ
た
絶
望
感
か
ら
生
き
る
希

望
を
見
失
っ
た
と
き
、
一
人
の
看

護
婦
さ
ん
と
の
出
会
い
が
生
き
る

力
と
な
っ
た
こ
と
。ま
た
人
間
は
、

人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
人
を
思

い
や
る
心
が
生
ま
れ
る
。
い
ろ
ん

な
人
に
会
っ
て
み
て
下
さ
い
。
い

ろ
ん
な
本
を
読
ん
で
み
て
下
さ

い
。「
心
の
深
い
と
こ
ろ
で『
う
れ

し
い
』と
感
じ
た
と
き
、
自
分
の

生
き
方
が
み
つ
か
っ
て
い
く
。」な

ど
と
話
さ
れ
、
現
在
も
相
談
員
の

ほ
か
全
国
で
講
演
会
を
行
い
、
卓

球
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
和
太

鼓
に
も
挑
戦
中
で
す
。

生
徒
か
ら
は
、
自
分
の
生
き
方

を
見
つ
め
な
お
し
た
り
、
人
生
に

つ
い
て
考
え
た
り
、
気
づ
い
た
り

し
た
こ
と
な
ど
の
感
想
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

11
月
25
日
（
土
）
学
校
見
学
会

を
開
催
し
、
小
学
生
、
保
護
者
約

１
０
０
組
が
参
加
し
ま
し
た
。
入

試
説
明
・
学
校
紹
介
の
後
、
中
学

校
の
英
語
体
験
、
お
菓
子
作
り
、

お
も
し
ろ
実
験
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
作
成
な
ど
を
、

在
校
生
と
一
緒
に
体
験
し
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
希
望
者
が
部
活

動
の
見
学
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
15
日（
水
）に
は
、

小
学
校
の
先
生
方
を
対
象
と
し
た

入
試
説
明
会
を
開
催
し
、
金
沢
市

内
を
中
心
と
し
た
20
校
の
先
生
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

稲
置
美
弥
子
理
事
長
・
早
瀬

勇
学
長
を
代
表
と
す
る
大
学
訪

問
団
が
大
連
民
族
学
院
を
訪

れ
、
10
月
24
日
（
火
）
に
学
術
交

流
協
定
締
結
の
調
印
式
を
行
い

ま
し
た
。

大
連
民
族
学
院
は
、中
国
・
大
連

市
の
経
済
開
発
特
区
に
立
地
す
る

学
生
総
数
約
３
８
０
０
人
の
総
合

大
学
で
す
。協
定
締
結
を
機
会
に
、

今
後
の
教
員
間
の
学
術
交
流
や
学

生
の
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
で
、
本
学
の
学
術
交
流
締

結
大
学
は
７
カ
国
12
大
学
と
な
り

ま
し
た
。

中
国
　
大
連
民
族
学
院
と
の
調
印

11
月
４
日
（
土
）
２
年
生
を
対

象
と
し
て
大
学
・
短
期
大
学
・
専

門
学
校
の
先
生
方
を
お
招
き
し
て

出
張
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

大
学
な
ど
で
の
実
際
の
講
義
・

実
習
を
模
擬
体
験
す
る
こ
と
で
、

上
級
学
校
の
学
習
内
容
や
、
そ
の

先
の
職
業
選
択
を
よ
り
身
近
に
感

じ
、
学
習
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

幅
広
い
分
野
か
ら
24
の
講
義
が

開
講
さ
れ
、
高
校
生
た
ち
は
、
そ

れ
ぞ
れ
希
望
の
講
義
を
受
け
ま
し

た
。
自
分
の
将
来
を
考
え
る
良
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

﹇
講
義
い
た
だ
い
た
大
学
等
﹈

・
金
沢
星
稜
大
学

・
星
稜
女
子
短
期
大
学

・
京
都
女
子
大
学

・
日
本
福
祉
大
学

・
愛
知
学
院
大
学

・
名
古
屋
芸
術
大
学

ほ
か

修
学
旅
行

２
年
生
対
象
に
出
張
講
義 学

校
見
学
会

講
演
会
テ
ー
マ「
融
和
」

〜
心
和
ら
げ
　
人
と
し
て
の
生
き
方
を
考
え
る
〜
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ÇÀ ET LÀ 11

学 
園 
祭 
大 
盛 
況 

10
月
27
日
（
金
）
か
ら
３
日
間

の
日
程
で
金
沢
星
稜
大
学
祭「
第

５
回
流
星
祭
〜
和（
な
ご
み
）〜
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
ん
で
学
園
祭
に
取
り
組

ん
で
い
く
と
い
う
姿
勢
や
、
人
そ

れ
ぞ
れ
の
考
え
な
ど
が
調
和
し
あ

う
こ
と
で
新
し
い
発
見
や
考
え
を

見
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
２
つ
の

思
い
か
ら
こ
の
テ
ー
マ
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

今
年
は「S

u
n
S
e
t
S
w
ish

」

の
ラ
イ
ブ
や
ビ
ン
ゴ
大
会
、
ダ
ー

ツ
大
会
を
は
じ
め
、
子
供
も
楽
し

め
る
エ
リ
ア
を
設
け
、
よ
り
た
く

さ
ん
の
方
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
工
夫
さ
れ
た
流
星
祭
で

し
た
。

同
日
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
カ
ラ

オ
ケ
や
ク
イ
ズ
大
会
の
合
同
イ
ベ

ン
ト
も
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

非
常
勤
講
師
で
、
２
０
０
３
年

に
太
陽
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
コ
ン
ク
ー

ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
部
門
で
日
本
一
の

栄
誉
に
輝
い
た
実
績
が
あ
る
横
山

博
保
氏
と
星
稜
高
校
第
１
期
生
で

金
城
大
学
短
期
大
学
部
教
授
で
も

あ
る
青
山
幸
司
氏
を
伴
奏
者
に
迎

え
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ

れ
、
馴
染
み
の
あ
る
曲
を
交
え
て

カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
本
学

の
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
部
も
初
舞
台
の

歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

模
擬
店
で
はS

e
m
in
a
r

C
o
m
m
u
n
ity

で
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
七
尾
市
南
大
呑
地
区

で
当
日
の
朝
収
穫
さ
れ
た
野
菜
の

販
売
や
、S

e
m
i
n
a
r

C
o
m
m
u
n
ity

の
取
り
組
み
で

あ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
使
っ
た
ア
イ

デ
ィ
ア
料
理
な
ど（
Ａ
コ
ア
＝
ア

イ
デ
ィ
ア
コ
ロ
ッ
ケ
、
Ｃ
コ
ア
＝

じ
ゃ
が
バ
タ
ー
と
じ
ゃ
が
い
も

ス
ー
プ
）も
販
売
し
、好
評
で
し
た
。

ま
た
メ
イ
ン
企
画
の
お
笑
い
ラ

イ
ブ
で
は
猫
ひ
ろ
し
が
、
体
育
館

を
埋
め
尽
く
し
た
観
客
を
笑
い
の

渦
に
巻
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

茶
道
部
に
よ
る
お
茶
会
、
華
道

部
に
よ
る
展
示
、
千
原
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
に
よ
る
研
究
発
表
な
ど
も
あ

り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

10
月
28
日
（
土
）、
29
日
（
日
）

の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
星
短
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
28
回
目
と

な
っ
た
今
回
は
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
新
設
で
、
星
短

が
新
た
な
時
代
に
踏
み
出
し
た
年

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
テ
ー
マ
を

「
革
命
」と
し
、
さ
ら
に
流
星
祭
と

星
短
祭

〜
革
命
〜 カラオケ大会予選

稲星会の朝採れ野菜即売会

ブライダルファッションショー

ミス星短コンテスト

第
５
回
流
星
祭

〜
和（
な
ご
み
）〜

カンツォーネコンサート

猫ひろし 茶道部のお茶会

フワフワ

アイディア
コロッケ

空手演武
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12 ÇÀ ET LÀ

10月29日（日）から横浜日産スタジアムで開催された、「第

90回日本陸上競技選手権大会」で、男子４×400ｍリレーで

準優勝を果たしました（記録：３分10秒61）。日本国内でもっ

ともレベルの高い陸上の大会で、実業団や関東の強豪大学と互

角に戦い上位入賞を果たした素晴らしい成績です。

選手：大図　　彰さん（３年次） 三林　　雅さん（４年次）

夏畑　佑己さん（３年次） 斉藤　　将さん（４年次）

陸上競技部日本選手権大会
４×400mリレーで準優勝！

第85回全国高校サッカー選手権石川県大会決勝が11月５

日（日）県陸上競技場において行われ、泉丘高校を相手に11対

０で圧勝し、８年連続17度目の優勝を果たしました。12月

30日（土）から開催される全国大会に出場します。国立競技場

での試合（ベスト４）を目指し、更にレベルアップして臨みます。

サッカー部　圧勝　８連覇

10月15日に大阪府立体育会館にて開催された第44回全国

空手道選手権大会に、池上奈央さん（組手、形）と横山未香さ

ん（組手）の２選手が出場しました。

このうち組手の部に出場した横山選手は３回戦で敗退しベス

ト８で、惜しくも入賞を逃しました。

また団体でも、11月25日、26日に日本武道館で開催され

た第50回全日本大学空手道選手権記念大会に北信越代表とし

て池上奈央（２年）、岡田　彩さん、横山未香さん（ともに１年）

が出場しました。

空手道部、個人、団体で全国大会に出場

■石川県高校新人大会（後期）

○剣道部　　男子、女子ともに団体優勝

○サッカー部　　　　　　　　　　優勝

○ボクシング部　　バンタム級　第１位

○空手女子　　個人組み手　　　　優勝

■全日本トランポリン競技選手権大会　

団体男子　第３位

■第26回石川県高校囲碁秋季大会　

Ａ級　第１位、３位

新人大会　剣道部アベックＶ

全国大会の予選を兼ねた

第57回全国高等学校駅伝

競走石川県予選会男子・第

18回女子が11月５日（日）

に行われ、男子は、星稜が

12年ぶり10度目の優勝

を飾りました。また、第３

区、４区、５区、７区で区

間賞を獲得しました。女子

は惜しくも２位の結果とな

りました。

男子は12月24日（日）

京都で行われる全国大会

に出場し、県記録の更新

を目指します。

県高校駅伝　男子優勝
12年ぶり都大路へ

石川県予選s
７区北川選手

北信越大会
▼１区山田選手（黄色のユニフォーム）
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10月27日（金）年中
さんがお家の人と一緒に
お店屋さんごっこを楽し
みました。
お家の人はお客さん。

子どもたちがオープンし
たお店は12店。全店まわれるお買い物券を渡してゆっくりお
買い物を楽しんでもらいました。
グループごとにアイディアを出しあったお店には、かわいい
品物がたくさん並んでどのお店も大盛況！
子どもたち一人一人が大活躍のお店屋さんごっこでした。

10月25日（水）とんと劇場がやってきた！
子どもたちが、楽しみにしている「とんと劇場」は毎回、い

ろいろなテーマでステキな人形劇を見せてくれます。
今年のテーマは『“家族愛”－ずっとそばにいるよ－』笑いあ
り、涙あり、笑いあ
り…。
大きな声で笑った

り、しんみりしたり
しながら、子どもた
ちも先生もお父さん
お母さん家族みんな
のことが大好きにな
りました。

年長組のお店屋さんに呼んでもらったことがきっかけで、年
中さんのクラスでもお店屋さんごっこが始まりました。
今度のお客さんは年少さん・・・
「キャンディー何味にしますか？」
「１００円です」
どんぐりをころがし

たり柿の玉入れをする
ゲーム屋さんや女の子
に人気のアクセサリー
屋さん、それに自動販
売機もあって何を買お
うか迷っちゃうね。

10月３日（火）、年少さんはバスに乗って、松任総合運動公
園へ「秋見つけ」に行ってきました。
「あった、あった」「どんぐり　みーつけた！」

手にしたナイロ
ン袋が、どんどん
重たくなっていく
のがうれしい子ど
もたち…。
だってお母さん

のおみやげにする
んだもんね。

9月23日（土）さわやかな
秋晴れの下、運動会が行われ
ました。大勢の保護者の方に見守られ応援し
てもらいながら、どの子も最後までがんばり
ました。
年少さんは、かわいらしいトンガリ帽子を
かぶってトンガリたいそうをしました。
元気いっぱいの演技

にたくさんの拍手をも
らって大満足の子供た
ちでした。

10月21日（土）キッズワールドが行われました。
例年のバザーから今年は趣向を変えて、親子で協力しながら、
ゲームやレストランなど各コーナーの担当に挑戦！
「いらっしゃいませ～！」

「ありがとうございまし
た！」
かわいい店員さんの声

が会場を活気づけます。
にぎやかで楽しい一日

となりました。

毎年秋になると、年長さんは五郎島へい
もほりに出かけます。
松林さん家のおじさん、おばさんが大切

に育てて下さったさつまいも畑を掘らせて
もらうのです。
「よいしょ！よいしょ！」けっこう難しい
んだよね。
でも、自分で掘ったおいもは特別。おいもでスタンプ遊びを
楽しんだり、最後はおうちでスイートポテトやみそ汁、天ぷら
に変身して、胃袋も大満足の子どもたちです。

★運動会★

★いもほり遠足★

★保育参観日★

★お店屋さんごっご★

★秋見つけの遠足★

★とんと劇場★

★キッズワールド★
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星稜  I n f o r m a t i o n星 稜  I n f o r m a t i o n

人間科学部
スポーツ学科

こども学科

NEW!

経済学部
経済学科

現代マネジメント学科
（ビジネスマネジメントコース・情報マネジメントコース・観光マネジメントコース）

「スポーツなら星稜」を大学でも実現！
学外でアクティブに学び地域のキーパーソンを育てる
スポーツ学科は、スポーツを科学的に探求し、
体と心の仕組みを実践的に学び、さまざまなス
ポーツ分野で活躍できる人材を育成します。

■将来めざすもの
①健康・スポーツ・福祉活動を促進させる機能を担う地域社会の公的機
関・民間組織（NPO等）の専門職員、マネジメント職員等

②企業・団体等でのマネジメント業務を担当しえる教職員等
③スポーツを主要活動のひとつとして運営している企業・団体のコーチ、
インストラクターおよびマネジメントを担当する専門職員等

④中学校・高等学校など、学校教育機関における体育教員等
⑤プロスポーツの分野で活躍できるレベルのアスリートの育成

■将来めざすもの
①幼稚園教員
②小学校教員
③幼児・児童を育成する活動を地域社会において担う公的機関・民間組
織（NPO等）の専門職員、指導員等

中学校教諭一種免許状
（保健体育）

▼取得可能な資格（申請中）

高等学校教諭一種免許状
（保健体育）

日本体育協会
スポーツ指導員資格

こどもとともに成長し、地域を育てる人材に！
こどもの視点で考えられる「子育てスペシャリスト」をめざす
こども学科は、幼児や児童の能力・情緒の開

発、集団と個の遊びに関する教育と研究などを
通して、専門的な理論と技術を身につけた子育
てスペシャリストを育成します。

小学校教諭一種免許状

▼取得可能な資格（申請中）

幼稚園教諭一種免許状

入試スケジュール

一般入試
合格発表日試験日出願期間（消印有効）募集人員学　科

２/２昔１/２８隻１/９惜～１/２２席
１０名スポーツ学科

Ａ日程
２０名こども学科

３/９昔３/３析２/１３惜～２/２７惜
１０名スポーツ学科

Ｂ日程
１５名こども学科

３/１６昔３/１３惜２/２８戚～３/１０析
若干名スポーツ学科

Ｃ日程
若干名こども学科

３/２８戚３/２６席３/１４戚～３/２２斥
若干名スポーツ学科Ｄ日程
若干名こども学科

専門高校・総合学科一般入試
合格発表日試験日出願期間（消印有効）募集人員学　　科

２/２昔１/２８隻１/９惜～１/２２席
１０名スポーツ学科
若干名こども学科

推薦入試
合格発表日試験日出願期間（消印有効）募集人員学　科
２/２昔１/２８隻１/９惜～１/２２席２５名スポーツ学科

※人間科学部では、平成１９年度入試で大学入試センター試験利用入試は行いません。

人間科学部 100名
スポーツ学科60名・こども学科40名

金沢星稜大学　入試課

〒920-8620 石川県金沢市御所町丑10番地１
E-mail  nyusi@seiryo-u.ac.jp
TEL(076)253-3922

問い合わせ先

創設以来、経済学部の単科大学とし

て、経済経営分野で教育・研究を行い、

誠実にして社会に役立つ人間を輩出

し、地元経済界や地域社会に貢献して

きました。これまでの経済学部での実

績と稲置学園の経営実績を基礎に人間

科学部が入学定員100名で今年４月に

スタートします。これにより、経済学

部は入学定員が400名から300名と

なり、経済学部の学科も統合、再編し、

さらに充実しました。

人間科学部スタート！
これからの地域社会をリードする「スポーツ学科」「こども学科」新設！

スポーツ学科 こども学科

ピアッツア工房
こどもの自由な遊びを保障しつつ発達・自立を促し、

教育効果を上げるといった教育力を養成するための教育
研究機関として「ピアッツア工房」を稲置記念館１階に新

設予定です。ピアッツア工房には、
“あそび工房”“造形工房”“実験工房”
“表現工房”の４工房があり、観察、
調査、演習および実習を行いつつ、こ
どもについて科学的・実践的に学びま
す。また、「ピアッツア工房」は、実際
の子育ての場として、地域社会にも開
放する予定です。
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資金収支計算書は、学校法人が教育研究活動やその他の諸活動を行う上で生ずるすべての資金収支の内容を示してい
ます。
収入については、入学検定者の増加による手数料収入や資産運用収入、雑収入の増加により、予算に比べて45,896千円
の増加となりました。学生生徒等納付金収入となる学生数は3月末現在、大学1,530名、短大273名、高校1,938名、中学
167名、幼稚園574名、合計4,315名です。一方、支出は、事業計画等の見直しによる教育研究経費支出・管理経費支出の
抑制等によって、予算を174,880千円下回ることとなりました。
人件費支出における専任教員数は、大学51名、短大13名、高校83名、中学10名、幼稚園24名、合計181名で、また非常
勤講師数は、大学38名、短大7名、高校36名、中学4名、合計85名です。専任職員数は、学園全体で83名です。
以上のように、収入の増加と支出の減少から次年度繰越支払資金が予算に比べて、220,776千円の増加となりました。

資金収支計算書

学園財務の概要
（平成18年３月期）

消費収支計算書は、当該年度の帰属収入から資本的支出（校地、校舎、機械器具、図書等の施設設備関係）となる基本金組
入額を控除した消費収入と人件費や教育研究経費等の消費支出を対比して、学校法人の経営状況を明らかにするものです。
収入支出とも、資金収支同様、入学検定者の増加による手数料や資産運用収入、雑収入の増加により、予算に比べて
44,568千円の増加となりました。一方、支出においても事業計画等の見直しによる教育研究経費・管理経費の抑制等によ
って、予算を74,529千円下回ることとなりました。
以上のように、消費収入の増加と消費支出の減少から予算に比べて、285,724千円の改善となりましたが、今後も人件
費を含めた諸経費の抑制と削減によって消費収支の均衡が第一の課題です。

消費収支計算書

貸借対照表の概要

総資産額は、21,824百万円で前年度末に比べて358百万円の減少、負債総額は、1,506百万円で前年度に比べて177百万
円の減少となりました。
資産総額は、大学城塚グランド改修、短大空調設備、図書購入費等の増加もありましたが、建物、機器備品等の除却や
減価償却費によるものが要因となって減少となりました。負債総額は、借入金の返済に伴うものや未払金、前受金の減少
により177百万円の減少となりました。
なお、負債額の総資産に占める割合は、6.9％で、前年度より0.7％減少しました。

財務情報の公開に関しては、学校法人が公共性の高い法人としての説明責任を果たし、在学生や保護者等関係者の
理解と協力を一層得られるようにしていく観点から、私立学校法により、財産目録、貸借対照表、収支計算書、事業
報告書及び監事による監査報告書の関係者への閲覧が義務付けられているところです。
本学園でも、法人本部に備えられていますが、さらに、より積極的な情報公開への取組みとして簡単な概要を広
報誌に掲載することにいたしました。また今後、ホームページにも掲載しインターネットで閲覧できるよう検討し
ています。
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（単位：円）〈収入の部〉

差異（予算－決算）決　算予　算

７，２２７，５１８２，５９９，５１８，２８２２，６０６，７４５，８００学生生徒等納付金収入

△　４，２３１，３８５５０，８６１，３８５４６，６３０，０００手 数 料 収 入

△　１，９１２，０２０１１，１１２，０２０９，２００，０００寄 付 金 収 入

７，４８７，０００１，０８４，８１７，０００１，０９２，３０４，０００補 助 金 収 入

△　１９，１１１，４９３４７，７４１，４９３２８，６３０，０００資 産 運 用 収 入

０２００，０００，０００２００，０００，０００資 産 売 却 収 入

２，５０９，２６７５３，０４５，７３３５５，５５５，０００事 業 収 入

△　３４，０９６，９４３１１８，２８９，４４３８４，１９２，５００雑 収 入

２，３２０，０００５８０，０００２，９００，０００借 入 金 収 入

△　４５，８７１，０００２９９，７４６，０００２５３，８７５，０００前 受 金 収 入

８，４１７，６５６１９３，９９９，７００２０２，４１７，３５６そ の 他 の 収 入

３１，３６４，７９８△　４７７，１００，９２２△　４４５，７３６，１２４資 金 収 入 調 整 勘 定

△　４５，８９６，６０２４，１８２，６１０，１３４４，１３６，７１３，５３２（ 小 計 ）

３，２５４，４６６，６６５３，２５４，４６６，６６５前 年 度 繰 越 支 払 資 金

△　４５，８９６，６０２７，４３７，０７６，７９９７，３９１，１８０，１９７資 金 収 入 の 部 合 計

〈支出の部〉

１２，４４７２，５６８，１６８，５５３２，５６８，１８１，０００人 件 費 支 出

７５，０８９，６４８８１４，３７８，３５２８８９，４６８，０００教 育 研 究 経 費 支 出

１２，６３５，０９７２１５，０６８，９０３２２７，７０４，０００管 理 経 費 支 出

０１２，６９１，２５２１２，６９１，２５２借 入 金 等 利 息 支 出

３０，０００７１，８５０，０００７１，８８０，０００借 入 金 等 返 済 支 出

４４，２２５６２，２６４，７７５６２，３０９，０００施 設 関 係 支 出

２９，７３５６２，１００，２６５６２，１３０，０００設 備 関 係 支 出

△　９７０，６２７３０１，２９０，６２７３００，３２０，０００資 産 運 用 支 出

△　６，０９０，０９１２８１，３４４，４３３２７５，２５４，３４２そ の 他 の 支 出

２７，２００，０００
（２２，８００，０００）
２７，２００，０００

予 備 費

６６，８９９，５９７△　２５４，０３６，３４７△　１８７，１３６，７５０資 金 支 出 調 整 勘 定

１７４，８８０，０３１４，１３５，１２０，８１３４，３１０，０００，８４４（ 小 計 ）

△　２２０，７７６，６３３３，３０１，９５５，９８６３，０８１，１７９，３５３次 年 度 繰 越 支 払 資 金

△　４５，８９６，６０２７，４３７，０７６，７９９７，３９１，１８０，１９７資 金 支 出 の 部 合 計

△　２２０，７７６，６３３４７，４８９，３２１△　１７３，２８７，３１２単 年 度 収 支

平成17年度

資金収支計算書
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ÇÀ ET LÀ 17

星稜  I n f o r m a t i o n星 稜  I n f o r m a t i o n

（単位：円）〈収入の部〉

差異（予算－決算）決　　算予　　算

７，２２７，５１８２，５９９，５１８，２８２２，６０６，７４５，８００学 生 生 徒 等 納 付 金

△　４，２３１，３８５５０，８６１，３８５４６，６３０，０００手 数 料

△　７，２８７，４４３１８，１８７，４４３１０，９００，０００寄 付 金

７，４８７，０００１，０８４，８１７，０００１，０９２，３０４，０００補 助 金

△　１６，１７６，６３３４４，８０６，６３３２８，６３０，０００資 産 運 用 収 入

２，５０９，２６７５３，０４５，７３３５５，５５５，０００事 業 収 入

△　３４，０９６，９４３１１８，２８９，４４３８４，１９２，５００雑 収 入

△　４４，５６８，６１９３，９６９，５２５，９１９３，９２４，９５７，３００帰 属 収 入 合 計

△　１６６，６２６，７３９△　１２，５３２，２６１△　１７９，１５９，０００基 本 金 組 入 額

△　２１１，１９５，３５８３，９５６，９９３，６５８３，７４５，７９８，３００消 費 収 入 合 計

〈支出の部〉

２５，４４７２，５６７，９６８，５５３２，５６７，９９４，０００人 件 費

１１８，６３１，８１６１，２３０，３０２，１８４１，３４８，９３４，０００教 育 研 究 経 費

（４３，９７８，５６８）（４１５，４８７，４３２）（４５９，４６６，０００）（ う ち 、 減 価 償 却 額 ）

１０，９０７，１１３２４３，８６６，８８７２５４，７７４，０００管 理 経 費

（△１，７２７，９８４）（２８，７９７，９８４）（２７，０７０，０００）（ う ち 、 減 価 償 却 額 ）

０１２，６９１，２５２１２，６９１，２５２借 入 金 等 利 息

△　８０，０５８，９４７８１，３３５，９４７１，２７７，０００資 産 処 分 差 額

△　１，２２５，８３８９，７２５，８３８８，５００，０００徴 収 不 能 額

△　４，３５０，０００４，３５０，００００徴収不能引当金繰入額

３０，６００，０００
（１９，４００，０００）
３０，６００，０００

予 備 費

７４，５２９，５９１４，１５０，２４０，６６１４，２２４，７７０，２５２消 費 支 出 合 計

２８５，７２４，９４９１９３，２４７，００３４７８，９７１，９５２当年度消費支出超過額

１，６７６，１２９，２０２１，６７６，１２９，２０２前年度繰越消費収入超過額

６，１７９，８２６０基 本 金 取 崩 額

１，４８９，０６２，０２５１，１９７，１５７，２５０次年度繰越消費収入超過額

平成17年度

消費収支計算書
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18 ÇÀ ET LÀ

（単位：円）

資産の部
増　　減前年度末（１７．３．３１）本年度末（１８．３．３１）科　　目

△　３５１，２６２，６０５１８，７５５，６９８，９３７１８，４０４，４３６，３３２固定資産
△　３９３，９３３，９９３１４，１４９，４６２，８８０１３，７５５，５２８，８８７有形固定資産

３，０７１，５１４２，７５４，０４６，１１２２，７５７，１１７，６２６土地
△　２８３，８６６，６７７９，３２２，９２７，９９５９，０３９，０６１，３１８建物
△　５５，１５２，１８０８５５，６５１，６９７８００，４９９，５１７構築物
△　８２，５３１，２９１５１３，９７７，２７０４３１，４４５，９７９教育研究用機器備品

１，７９６，３４９２３，３１１，１３７２５，１０７，４８６その他の機器備品
１７，５３７，４８４６６９，５９３，２６５６８７，１３０，７４９図書
５，２１０，８０８９，９５５，４０４１５，１６６，２１２車両
４２，６７１，３８８４，６０６，２３６，０５７４，６４８，９０７，４４５その他の固定資産

０２１６，７４３，４００２１６，７４３，４００借地権
０２，４５４，８１２２，４５４，８１２電話加入権

△　６８３，３０７５，０４０，５６１４，３５７，２５４施設利用権
△　２０１，４４０，７５５１，３００，０００，０００１，０９８，５５９，２４５有価証券

０５，８２０，０００５，８２０，０００出資金
△　１，７６０，０００３，４５０，０００１，６９０，０００長期貸付金

１１０，７２８７２５，１１７，５７４７２５，２２８，３０２退職給与引当特定資産
１９９，６８１，１４４１，５０４，０４４，９１７１，７０３，７２６，０６１減価償却引当特定資産
１００，６７８，２０８６００，０００，０００７００，６７８，２０８奨学基金特定資産

△　５１，５３２，４６０２３８，５３３，３７６１８７，０００，９１６積立保険金
△　１０，０００１，９６０，０００１，９５０，０００敷金
２１８，４８００２１８，４８０預託金

△　２，５９０，６５０３，０７１，４１７４８０，７６７長期前払金
△　６，９３１，６５１３，４２７，１３６，３１１３，４２０，２０４，６６０流動資産
４７，４８９，３２１３，２５４，４６６，６６５３，３０１，９５５，９８６現金預金

△　３９，１９７，５９８１４６，１４４，８９６１０６，９４７，２９８未収入金
△　３０，０００３，３５０，０００３，３２０，０００短期貸付金

０２５０，０００２５０，０００有価証券
△　１５，１９３，３７４２２，９２４，７５０７，７３１，３７６前払金
△　３５８，１９４，２５６２２，１８２，８３５，２４８２１，８２４，６４０，９９２資産の部合計

負債の部
△　７０，９００，０００９３４，６４０，０００８６３，７４０，０００固定負債
△　７０，７００，０００２０９，１４０，０００１３８，４４０，０００長期借入金
△　２００，０００７２５，５００，０００７２５，３００，０００退職給与引当金

△　１０６，５７９，５１４７４９，１３７，７００６４２，５５８，１８６流動負債
△　５７０，０００７１，８５０，０００７１，２８０，０００短期借入金

△　３７，８８２，７４５２６８，９９４，３４２２３１，１１１，５９７未払金
△　６６，０５７，６２４３６５，８０３，６２４２９９，７４６，０００前受金
△　２，７７７，３２７３９，７１２，６５２３６，９３５，３２５預り金

７０８，１８２２，７７７，０８２３，４８５，２６４修学旅行預り金
△　１７７，４７９，５１４１，６８３，７７７，７００１，５０６，２９８，１８６負債の部合計

基本金の部
６，３５２，４３５１８，５１９，９２８，３４６１８，５２６，２８０，７８１第１号基本金

０３０３，０００，０００３０３，０００，０００第４号基本金
６，３５２，４３５１８，８２２，９２８，３４６１８，８２９，２８０，７８１基本金合計

消費収支差額の部
△　１８７，０６７，１７７１，６７６，１２９，２０２１，４８９，０６２，０２５翌年度繰越消費収入超過額
△　１８７，０６７，１７７１，６７６，１２９，２０２１，４８９，０６２，０２５消費収支差額の部
△　３５８，１９４，２５６２２，１８２，８３５，２４８２１，８２４，６４０，９９２負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部合計

貸 借 対 照 表
平成18年３月31日
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　9日（火） 授業再開 

20日（土）～21日（日） 　大学入試センター試験 

28日（日） 一般入試A日程、専門高校・総合学科 

 一般入試〔経済学部、人間科学部〕 

 スポーツ推薦入試B日程〔経済学部〕、 

 推薦入試〔人間科学部・スポーツ学科〕 

29日（月） 後期授業終了 

30日（火）～2月9日（金）　後期定期試験期間 

28日（水）～3月2日（金）　追試験・再試験 

　3日（土） 一般入試B日程〔経済学部、人間科学部〕 

13日（火） 一般入試C日程〔人間科学部〕 

14日（水） 卒業認定発表 

20日（火） 学位記授与式 

22日（木） スカラシップ指定校推薦B日程〔経済学部〕 

26日（月） 一般入試D日程〔人間科学部〕 

金沢星稜大学 
1月 

 

 

 

 

 

 

 

2月 

3月 

　6日（土） 始業式 

13日（土） 高校推薦入試 

29日（月） 高校入試 

10日（土） 中学入試 

13日（火）～17日（土）　高2P修学旅行 

14日（水）～16日（金）　高1Pスキースノーボード実習 

17日（土） 高校推薦・専願合格者入学説明会 

24日（土） 中学入学説明会 

　5日（月）～8日（木）　高１学年末試験 

　6日（火）～8日（木）　中学学年末試験 

10日（土）～14日（水）　高1AB修学旅行 

12日（月）～15日（木）　高2・高１P学年末試験 

16日（金） 中学卒業式 

17日（土） 高校卒業式 

18日（日） 高校入学説明会 

22日（木） 終業式、二次入学説明会 

星稜中学・高等学校 
１月 

 

 

２月 

 

 

 

 

３月 

　9日（火） 始業式 

20日（土） 同窓会 

　2日（金） 豆まき会 

　7日（水） 保育参観（年少） 

　8日（木） 保育参観（年中） 

　9日（金） 保育参観（年長） 

14日（水） ABCランド参観（年長） 

16日（金） 入園説明会 

　2日（金） ひな祭り 

　9日（金） お別れ会 

23日（金） 終業式 

星稜幼稚園 
１月 

 

２月 

 

 

 

 

 

３月 

　9日（火） 始業式 

22日（月） りす組参観 

24日（水） ばら組参観 

25日（木） うさぎ組参観 

29日（月） きりん組参観 

31日（水） すみれ組参観 

　2日（金） 豆まき会 

　3日（土） 個別懇談会 

　5日（月） 年長参観 

15日（木） 入園説明会 

17日（土） 個別懇談会 

　2日（金） ひな祭り 

　6日（火） お別れ参観 

　8日（木） 年長組を送る会 

23日（金） 終業式 

星稜泉野幼稚園 
１月 

 

 

 

 

 

２月 

 

 

 

 

３月 

11日（木） 後期授業再開 

　3日（土） 一般入試A・スカラシップ入試・ 

  長期履修学生入試・留学生入試 

　5日（月） 後期授業終了 

　6日（火） 後期考査（～2/13） 

14日（水）～19日（月） 　海外研修 

14日（水） 春季休暇開始（～3/31） 

21日（水）～23日（金） 　２年次追・再試験 

28日（水）～３月２日（金）　１年次追・再試験 

　3日（土）～６日（火） スキー実習 

15日（木） 卒業式 

26日（月） 一般入試B　 

星稜女子短期大学 
1月 

２月 

 

 

 

 

 

 

 

３月 

あ と が き 
　あけましておめでとうございます。 
　本年も皆様にとって素晴らしい年でありますようお祈り
いたします。 
　『星稜サ･エ･ラ』の作成に携わり、新しい発見がたくさん
ありました。また、関係する多くの方々が「星稜」を支えて
いることを実感しました。 
　本号は新年号で、理事長の年頭の挨拶や新春座談会など、
新しい年の「決意」を盛り込んでお届けします。これからも、
皆様のご支援とご協力をお願いいたします。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 法人本部　上田奈津子 

表紙：第57回全国高等学校駅伝競争 第２走者 山谷選手 
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